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あなたの地区の 
共産党市議会議員 

松崎さち 
です(^^)/ 

注 目 市議会 

市議会 生活保護利用者支援の
ケースワーカー 増員を 

 
松
崎
市
議
は
１
２
月
議
会

で
、
生
活
保
護
を
担
当
す
る

生
活
支
援
課
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
増
員
を
求
め
ま
し
た
。 

 
発
達
障
害
な
ど
何
ら
か
の

理
由
で
家
計
管
理
が
苦
手
な

人
に
対
し
、市
は「
高
齢
者
等

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
『
ぱ
れ

っ
と
』
の
金
銭
管
理
サ
ー
ビ

ス
や
成
年
後
見
人
申
立
て
、

家
計
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
支

援
」し
て
い
ま
す
。し
か
し
昨

年
、月
初
め
に
お
金
が
尽
き
、

金
曜
夜
の
時
点
で
非
常
用
ご

飯
パ
ッ
ク
４
つ
の
み
と
い
う

不
登
校
の
子
ど
も
が
利
用
す
る

適
応
指
導
教
室
 
名
称
変
更
へ 

 
日
本
共
産
党
の
松
崎
さ
ち

市
議
は
昨
年
１
２
月
２
日
、船

橋
市
議
会
の
本
会
議
で
、市
が

可
燃
ご
み
と
し
て
収
集
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
・

資
源
化
を
求
め
ま
し
た
。市
は

検
討
し
た
い
と
答
え
た
も
の

の
、
具
体
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
環
境
省
に
よ
る
と
２
０
２

０
年
度
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
の
分
別
回
収
を
行
っ

て
い
る
地
方
自
治
体
は
１
３

１
８
市
町
村
。
全
体
の
７
５
・

７
％
で
す（
白
色
ト
レ
イ
の
み

分
別
の
１
５
３
自
治
体
を
含

む
）。
船
橋
市
と
同
じ
中
核
市

で
も
、６
２
市
中
４
８
市
が
実

施
し
て
い
ま
す
。 

 
船
橋
市
は
北
部・南
部
清
掃

工
場
で
行
っ
て
い
る
廃
棄
物

発
電
の
余
剰
電
力
を
公
共
施

設
に
送
電（
自
己
託
送
）す
る

こ
と
で
、年
間
６
７
０
０
ト
ン

の
二
酸
化
炭
素
が
削
減
で
き

る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

市
の
試
算
に
よ
る
と
、
同
清

掃
工
場
で
燃
や
し
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
り
、
年
間

１
０
万
６
３
９
６
ト
ン
も
の

二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
ま

し
た
（
２
０
１
９
年
度
）。 

 
松
崎
市
議
は
「
こ
の
重
大

性
を
ど
う
考
え
る
か
」
と
市

の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。
環

境
部
長
は
「
自
己
託
送
は
拡

大
す
る
。
約
１
万
３
千
ト
ン

削
減
で
き
る
」
と
述
べ
な
が

ら
「
確
か
に
発
電
す
る
か
ら

い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
国
や
製
造
者
の
技
術
な

ど
、
様
子
を
見
て
分
別
を
検

討
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

具
体
化
が
急
が
れ
ま
す
。 

   

 
松
崎
市
議
は
こ
の
日
、
公

的
施
設
の
生
ご
み
堆
肥
化
、

生
ご
み
処
理
機
の
助
成
復
活

も
求
め
ま
し
た
。
市
は
３
月

議
会
で
生
ご
み
処
理
機
購
入

費
の
１
万
円
助
成
を
提
案
。

議
決
は
３
月
２
４
日
で
す
。 

 
船
橋
市
は
２
月
２
２
日
、市
議
会

本
会
議
で
市
民
民
主
連
合
の
議
員

の
質
問
に
答
え
、不
登
校
の
児
童
生

徒
が
通
っ
て
い
る「
適
応
指
導
教
室

『
ひ
ま
わ
り
』」
に
つ
い
て
、
名
称

変
更
の
準
備
を
し
て
い
る
と
表
明

し
ま
し
た
。松
崎
市
議
は
昨
年
１
２

月
２
日
、同
じ
く
市
議
会
本
会
議
で

名
称
変
更
を
求
め
て
い
ま
し
た
。 

不
登
校
の
子
ど
も
の
保
護
者
ら
か

ら
は「
適
応
指
導
教
室
」と
い
う
名

前
を
変
え
て
欲
し
い
と
要
望
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。松
崎
市
議
は
本
会
議

で
、「
行
く
べ
き
学
校
に
行
け
な
い
こ

と
で
子
ど
も
は
自
己
否
定
の
感
情
を

深
め
て
い
く
。機
械
的
に
学
校
復
帰
を

求
め
、適
応
を
促
せ
ば
子
ど
も
を
追
い

詰
め
る
」と
主
張
。併
せ
て
適
応
指
導

教
室
の
要
綱
に
あ
る「
学
校
復
帰
」と

い
う
設
置
目
的
も
変
更
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。市
は
要
綱
の
文
言
に
つ
い

て
は
以
前
か
ら
変
更
を
考
え
て
い
た

と
し
て
、４
月
か
ら「
社
会
復
帰
」に

変
え
る
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

生
ご
み
処
理
機 

購
入
助
成
が
復
活 

 

保
護
利
用
者
に
対
し
、市
は「
今

あ
る
分
で
ト
ラ
イ
し
て
」
と
食

料
支
援
を
拒
否
。
休
庁
日
の
土

日
を
前
に
、
冷
た
い
対
応
で
す
。 

 
松
崎
市
議
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
担
当
世
帯
数
は
国
基
準

で
一
人
当
た
り
８
０
世
帯
の
と

こ
ろ
、船
橋
市
は
９
２・４
世
帯

に
も
の
ぼ
る
実
態
を
示
し
、「
日

本
弁
護
士
連
合
会
が
求
め
る

『
一
人
当
た
り
６
０
世
帯
』
を

め
ざ
す
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。

市
は
必
要
な
人
数
は
配
置
し
て

い
る
と
強
弁
し
ま
し
た
が
、
一

刻
も
早
く
増
員
す
べ
き
で
す
。 

プラスチックごみ 分別・資源化で 
 Ｃ
Ｏ
２
大
幅
削
減
を 
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宣伝カーのアナウンサー・
ドライバー、ビラ配り、ポス
ター掲示など、お力をお貸
しください。お問合せは、１
面右上の連絡先または左の
QRコードからお気軽に! 

ご意見、ご要望、生活相談など 
お気軽にお寄せください 

ボランティア 
お願いします 

地 域 

下総中山駅南口バリアフリー化を 署名 717 筆 
▶
船
橋
市
の
道
路
部
長
に
署
名
を

渡
す
参
加
者
＝
２
月
２
日
、市
役
所 

長
津
川
親
水
公
園
の
休
憩
所 

全
面
改
修
を
船
橋
市
に
要
望 

地 域 

子育て対策は教育費の軽減で 

は
南
口
に
６
段
の
階
段
が
あ
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
な
ど
が
な
く
、車
椅
子
や
ベ

ビ
ー
カ
ー
利
用
者
、高
齢
者
ら
が

苦
労
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
め
ざ
す
会
」は
昨
年
１
１
月
か

ら
５
回
の
駅
頭
宣
伝
を
行
い
、署

名
へ
の
協
力
を
訴
え
。１
時
間
の

宣
伝
で
平
均
６
６
筆
の
署
名
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、共
感
が
広
が

り
ま
し
た
。地
元
の
福
祉
施
設
や

一
部
の
自
治
会
な
ど
も
署
名
に

協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
２
日
、署
名
を
受
け
取
っ
た
市

の
道
路
部
長
は
感
謝
を
述
べ
、

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
必
要
だ
。

Ｊ
Ｒ
に
動
い
て
も
ら
う
方
向
で

協
議
を
し
て
い
る
」「
市
川
市
と

も
協
議
す
る
」
と
話
し
ま
し
た
。 

 
「
め
ざ
す
会
」
は
今
後
、
南
北

の
出
入
り
口
で
の
利
用
者
数
調

査
、国
へ
の
要
望
活
動
な
ど
に
取

り
組
も
う
と
相
談
し
て
い
ま
す
。 

 
日
本
共
産
党
の
松
崎
さ
ち
市

議
は
２
月
２
日
、「
Ｊ
Ｒ
下
総
中

山
駅
南
口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

早
期
実
現
を
め
ざ
す
会
（
以
下
、

め
ざ
す
会
）」と
と
も
に
、船
橋
市

に
署
名
７
１
７
筆
を
提
出
し
、市

と
懇
談
し
ま
し
た
。
丸
山
慎
一
・

党
前
県
議
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 
Ｊ
Ｒ
総
武
線
の
下
総
中
山
駅

署名に応じる人と「めざす会」＝
1月 15日、下総中山駅前 

 
松
崎
さ
ち
市
議
は
１
月
１
２
日
、
日
本
共
産

党
本
町
後
援
会
と
一
緒
に
、
長
津
川
親
水
公
園

（
旭
町
６
丁
目
４
）
の
遊
歩
道
沿
い
に
あ
る
休

憩
所
の
改
修
を
、
船
橋
市
に
求
め
ま
し
た
。
丸

山
慎
一
・
党
前
県
議
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 
３
つ
の
休
憩
所
の
う
ち
北
側
の
１
ヶ
所
は

全
面
改
修
さ
れ
ま
し
た
が
、
南
の
２
ヶ
所
は
未

改
修
で
す
。
改
修
の
た
め
に
は
千
葉
県
に
よ
る

土
台
の
修
繕
が
必
要
で
す
が
、
県
は
様
々
な
意

見
が
あ
る
と
し
て
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
市
は

「
以
前
か
ら
修
繕
を
要
望
し
て
い
る
」
と
言
い

ま
す
。
丸
山
前
県
議
は
「
市
と
し
て
展
望
台
な

り
と
し
て
使

い
た
い
と
、

県
に
強
く
要

望
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え

ま
し
た
。 

（写真右）船橋市の公園緑地課との
懇談＝1月 12日、市役所 
 
（写真下）遊歩道沿いにある休憩所
＝2021年 4月 30日、松崎撮影 

 「異次元の少子化対策なんていらない。普通の政策をや
ってほしい」‒‒‒３人の子どもを育てる女性が不満を訴え
ました。世界一高い学費、給食や教材費など、「子育て罰」
とも呼ばれる教育費の軽減は待ったなしの政治課題です。 
政府は子ども予算を倍増するとしましたが中身は見え
ず、「子どもが増えれば倍増できる」という官房副長官の
発言に「何もしない宣言か」と怒りが広がるのは当然です。 
 教育の無償化、親の低賃金を解消する最賃１５００円の
実現・中小企業支援の抜本的強化、大企業の内部留保への
時限的課税を。軍事費倍増だけは即決する政治を変える希
望は、私たち一人ひとりの声です。ともにがんばります。 

公
園
出
入
り
口
付
近 

ト
イ
レ
洋
式
化
が
実
現 

  
船
橋
市
は
新
年
度
予
算
案

で
、
長
津
川
緑
地
南
側
の
ト
イ

レ
洋
式
化
の
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。
松
崎
市
議
は
昨
年
３
月

の
予
算
決
算
委
員
会
で
、
ト
イ

レ
改
修
を
求
め
て
い
ま
し
た
。 


